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R1食育取組事例シート

施設名 社会福祉法人誠東会 しらこばと保育園 電話 048-798-4450 

住所 埼玉県さいたま市岩槻区府内2-27-48 

事例 

７１ 
タイトル トマトを育てよう ～ボクたちがパパ・わたしたちがママ～  

目指す姿 

（大きな目標） トマトを収穫して育てることの楽しさや自分で育てたものに興味を持つ 

当日のねらい 

（小さな目標） 
子どもが自らやりたいと思うように伝える 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 ２０１９年５月～８月 

場所 保育園庭 

資料・教材 図鑑・トマトベリー 

実施内容 

「トマトベリー」の苗をいただく機会があり、「園庭で一人一人が責任を持って育てるという

体験をさせたい」とスタートした。苗を植えることから始まり、成長していくマトについて話

し合いをしていく。“子どもたちがパパやママ“であり、立派に育つようお世話をすることに

した。その中で、子どもたちのつぶやきや発見を観察日記にまとめ、どのように育つか疑

問など共有して収穫まで取り組む。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

５月にトマトの苗を植え、一生懸命水やりをし虫が飛んでくると追い払う様子も見られた。日々成長してい

く様子に興味関心を持って取組んでいた。すぐに実が出来るわけではなく、途中で飽きてしまう子もいた

が、花が咲き始めると自分の花を描いて掲示した。一人一人視点が違い、掲示したことで保護者からの

意見や感想も聞くことができた。実がなり始めると、子どもたちも喜びを沢山の人に伝えていた。数を数

え、形の違いに気が付く子もいた。また、子どもたちの気持ちも育てる中で、トマトを育てるためにはどの

ようにしたら良いのか疑問ども出て、“トマちゃん会議”を開くことになった。トマちゃん会議を通して、友だ

ちの考えや意見を聞きながらみんなで一緒に考える機会ともなっていった。トマトベリーさんに手紙を書

き、アドバイスをいただいたことも一人で育てたのではなく、皆に支えられて育てることができたという感謝

の気持ちも感じられた。 

収穫時には、苦手だった子も家で食べたと嬉しそうにし、雨が続きトマトが水に流されていないかと心配

する様子も伺えた。 

評

価

・
今

後

の
課

題

子どもたちのつぶやきを丁寧に拾っていくことで、

大人では考えられない発見や驚きがあった。つぶ

やきとともに、その感性や好奇心、探求心の芽生

えも感じられた。一人一人価値観や感じ方も様々

であり当たり前が当たり前ではないことに気付かさ

れた。収穫をただ楽しむだけでなく、育てていく過

程の中で成長していく植物への期待や喜びを味わ

っていた反面、育てることの大変さを感じ、枯れて

いく様子から“生命の終わり”を子どもたちなりに感

じていた。 

備

考
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【コラム】 さいたま市食育なび ① 

「さいたま市食育なび」は、食育に関する総合的な情報の

提供や、会員相互の情報交換を目的として開設されたサイト

です。 

食育の基礎知識、食の安全・食中毒、地産地消、学校や保

育園の給食レシピなど、食育に役立つ情報を発信しています。 

レシピ検索では、条件を設定して検索することができます。 

http://www.saitamacity-shokuiku.jp/ 


